
埼玉工業大学　工学部

生命環境化学科

【入学者に関する受け入れ方針】
　生命環境化学科では、建学の精神に基づいて、使命感・人生観・連帯感を有した生命科学、環境科
学、材料科学分野の発展に貢献しうる問題解決能力と実践的応用力を潜在的に併せ持つ入学生を選
抜している。

＜知識・技能＞
○  生命環境化学科の学びに必要な化学、生物、数学などの基礎的知識を身につけ、生命科学、環境
科学、材料科学に関連した教育に十分対応できる能力を有している。
○  大学での勉学・研究を開始するために必要な言語能力を有する。

＜思考・判断・表現＞
○  自分の考えや質問の答えを明確に説明することができる。
○  文章理解力や作文能力を身につけている。

＜主体性・意欲・協働性＞
○  「実験」が好きで、技術力、実践力を実社会で大いに発揮したい人。
○  好奇心が旺盛で、失敗を恐れず積極的にチャレンジする挑戦心に富む人。
○  自らの興味に沿った活動を積極的に展開し、世界を開拓したいパイオニア精神を持つ人。
○  身につけた科学的知識や技術などの多彩な経験を、専門職業人として生かす意欲のある人。
○  仲間と協力し、物事を進めることができる。

＜入学者選抜＞
○  生命環境化学科においては、以上の資質・能力等を総合・多面的に評価するため、AO入試・一般入
試・大学入試センター利用入試・推薦入試で入学者選抜を実施する。

（２）入学者に関する受け入れ方針、入学者数、収容定員、在学者数、卒業者数、進学者数、就職者数

　 　及び卒業後の主な進路

２０２３年５月１日現在

機械工学科

【入学者に関する受け入れ方針】
機械工学科では、建学の精神に基づいて、使命感・人生観・連帯感を有した機械系技術者や教育者

を、ものづくり技術やロボット・スマート機械技術を通して育成するため、次のような資質・能力を複数備
えた学生を求める。

＜知識・技能＞
○ 本学の機械工学科の学びに必要な基礎的知識（数学・理科）を身につけ、機械の原理・法則を学ぶ
ための力学に関連した基礎教育に十分対応できる能力を有している。
○ 本学の機械工学科の学びに必要な基礎的技能（工作、電気、プログラミング等）を身につけている。

＜思考・判断・表現＞
○　自分の考えや質問の答えを明確に説明することができる。
○　文章理解力や作文能力を身につけている。
○　基礎的な英語力を身につけている。

＜主体性・意欲・協働性＞
○ 機械の仕組みやものづくり技術やロボット・スマート機械技術に強い興味があり、機械系技術者にな
ることを希望する。
○  機械に強い関心を持ち、継続して学習する意欲がある。
○  科学的に探究して解決に取り組むチャレンジ精神を有している。
○  技術者として社会に貢献しようとする意欲がある。
○  仲間と協力し、物事を進めることができる。

＜入学者選抜＞
○ 機械工学科においては、以上の資質・能力等を総合・多面的に評価するため、AO入試・一般入試・
大学入学共通テスト利用入試・推薦入試で入学者選抜を実施する。

（２）－１　入学者に関する受入方針



埼玉工業大学　人間社会学部

情報社会学科

【入学者に関する受け入れ方針】
情報社会学科は、幅広い教養と知識基盤社会で必要とされる知識・技能を身につけ、それらを主体的

に活用して社会に貢献できる人材を育成することを目指しています。これを実現するために、社会の
様々な分野において、自ら課題を発見し解決することを通じて変化の激しい現代社会に対応し、主体的
に活動してゆこうとする人を求めています。具体的には以下のような意欲を持った入学者を受け入れま
す。

一　経営全般にわたる専門知識を修得し、現代社会の様々な課題に立ち向かっていきたい人
二　情報技術に関する専門的な知識、技能を活かした表現活動をしたい人
三　情報化社会に求められる教養、知識を身につけ、社会で活用したいと考えている人

　また、すべての入学者について、高等学校において国語・英語・数学等の教科の基礎学力をしっか
りと身につけておくことを求めます。
こうした入学者を受け入れるため、一般選抜の他、学校推薦型選抜、総合型選抜等の多様な入学者
選抜方法によってその適性を確認します。一般選抜では主に個別学力検査または大学入学共通テスト
の結果に基づいて評価を行いますが、一部の試験区分では調査書も評価に活用します。学校推薦型選
抜並びに総合型選抜では口頭試問・面接・調査書・志望理由書等により総合的に評価を行います。

情報システム学科

【入学者に関する受け入れ方針】
　これからの高度情報化社会(情報通信、電気自動車、情報家電、物流など)を支えるICT(情報通信技
術；Information and Communication Technology)技術者が強く求められている。
ソフトウェア、ハードウェアに精通して総合力を発揮し情報システムを構築できるICT 技術者の養成を教
育の理念としている。このため、本学科ではソフトウェアに重点を置いた情報システム技術(コンピュー
タ、ネットワーク、ソフトウェア、プログラミング、CG 等)と、生物の知能を模倣し計算機上で実装、活用す
るＡＩ（人工知能）技術、電子工学に重点を置いた電子情報技術(電子デバイス、電子回路、通信、ディジ
タル情報など)を教育しており、以下の適性を持つ学生を入学試験で求めている。

＜知識・技能＞
○  情報システム学の学習に必要な基礎学力とコミュニケーション能力を有する人
○  コンピュータ、情報通信の分野に強い興味と関心を持つ人（IT専攻）
○  ＡＩ（人工知能）の仕組み、開発、運用に強い興味と関心を持つ人（AI専攻）
○  電気電子工学に関する高度な専門知識を身につけ社会でニーズの高い電子技術者を目指したい
人（電気電子専攻）

＜思考・判断・表現＞
○  自分の考えや質問の答えを明確に説明することができる。
○  文章理解力や作文能力を身につけている。
○  基礎的な英語力を身につけている。

＜主体性・意欲・協働性＞
○  情報システム技術、人口知能技術や電子情報技術に強い興味があり、情報システム系技術者にな
ることを希望する。
○  ものづくりに興味があり、自分の手で新しいものを創り出すことに意欲がある。
○  技術者として社会に貢献しようとする意欲がある。
○  好奇心が旺盛で、何事にも積極的かつ自主的に取り組むことができる。
○  仲間と協力し、物事を進めることができる。

＜入学者選抜＞
○  情報システム学科においては、以上の資質・能力等を総合・多面的に評価するため、AO入試・一般
入試・大学入試センター利用入試・推薦入試で入学者選抜を実施する。



埼玉工業大学　大学院　工学研究科　博士前期課程

心理学科

【入学者に関する受け入れ方針】
科学技術の進歩が著しい中で、特に２１世紀の重要課題である、新素材の開発、環境問題の解決、バ

イオテクノロジーの発展などにおいて、飛躍的な発展が続いている。
本専攻では、現代および将来に求められる広範な生命環境化学領域の専門性に対応して、材料化

学、環境化学、生命化学の３分野を設け、社会のニーズに応え、科学技術の進歩に柔軟に対応し、２１
世紀の日本を支える優れた技術者、研究者を育成することを目指している。以上の方針に基づき、本専
攻では以下のような大学院生を求めている。

（１）材料化学、環境化学、生命化学関連分野に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望する人
（２）「研究」および「実験」が好きで、技術力・実践力・創造力を大いに発揮したい人
（３）好奇心が旺盛で、失敗を恐れず積極的にチャレンジするパイオニア精神をもつ人
（４）身につけた科学的知識や専門技術を専門技術者・研究者として生かす意欲のある人
（５）明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的な姿勢で研究活動に取り組める人

【入学者に関する受け入れ方針】
今日、われわれの豊かな生活はエネルギーに依存する度合いが極めて高く、特に近年の知識集約的

高度産業に見られるように、エネルギー生産にかかわる諸々の技術の高効率化と環境に対する負荷低
減が強く要請されている。一方、生産システムが高度になるほど、より高機能な力学特性を持つ構造材
料の設計・開発、新しい加工技術、自然災害を含む外部からの力学的擾乱に対する能動的および受動
的制御が求められる。また、機械工学は生産に携わるあらゆる産業の基盤であるばかりでなく、到来し
つつある高齢化社会において人々の暮らしをサポートして、豊かな生活から幸福な生活への転換を促
す技術開発においても要となる分野である。

本専攻は、このような社会的要請に対応して、高効率性の追求と同時に、来るべき高齢化社会に備え
て機械工学的見地から豊かで幸福な人間生活のための柔軟で新しい科学技術の発展に貢献し得る優
れた技術者、研究者を育成することを目的としている。

このような目的に照らして、本専攻では、「エネルギー工学教育研究分野」及び「機械システム工学教
育研究分野」の２教育研究分野を設けて、理論的、実験的に教育研究を行う。

（１） エネルギー分野や機械システム分野とその応用に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望
するもの
（２）  上記の学習に必要な基礎学力と英語を含めたコミュニケーション能力を有するもの
（３） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組み、得られた成果を社会に還元する
意欲を持ったもの

機械工学専攻

生命環境化学専攻

【入学者に関する受け入れ方針】
　心理学科では、教育研究上の目的を実現するために、以下のような人材を広く求めています。

ビジネス心理専攻では、心理学の専門知識とともにビジネスに関する知識も身につけたい人や、自分
や他者の心を客観的に理解する力を仕事や人間関係の中で応用し、他者と協調しながら社会で活躍で
きるようになりたい人を求めています。

臨床心理専攻では、心理学の基礎的な知識を着実に身につけながら臨床心理学を学びたい人や、人
の役に立ちたいという思いを実現するために、公認心理師などの資格取得を考えて、意欲的に専門知
識を学び実習に参加しようという人を求めています。

両専攻とも、入学者には、高等学校における教育課程を広く履修して基礎的な学力を身につけている
こと、また基本的な思考力や表現力を有していることを求めます。

このような入学者を受け入れるため、一般選抜の他、学校推薦型選抜、総合型選抜等の多様な選抜
方法によってその適性を確認します。一般選抜と大学入学共通テストでは学力試験により、学校推薦型
選抜と総合型選抜では、面接、書類審査、口頭試問、課題審査等により評価を行います。



【入学者に関する受け入れ方針】
今日、我々の豊かな生活は、エネルギーに依存する度合いが極めて高く、特に近年知識集約的高度

産業に見られるように、エネルギー生産にかかわる諸々の技術の高効率化が強く要望されている。それ
と同時に、工学は人間生活を豊かにする学問でもあり、工学的見地から人間を支援する研究が重要に
なっている。

本専攻は、このような社会的要請に対応して、高効率性の追求と同時に、来るべき高齢化社会に備え
て機械工学的見地から豊かで幸福な人間生活のための柔軟で新しい科学技術の発展に貢献し得ると
ともに、これまでにない新技術や新分野に対応できる優れた技術者、研究者を育成することを目的とし
ている。

このような目的に照らして、本専攻では、「エネルギー工学教育研究分野」及び「機械システム工学教
育研究分野」の２教育研究分野を設けて、理論的、実験的に教育研究を行う。

（１） エネルギー分野や機械システム分野とその応用に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望
するもの
（２） 上記の学習に必要な基礎学力と英語を含めたコミュニケーション能力、特に英語で研究成果を発
信する能力を有するもの
（３） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組み、得られた成果を社会に還元する
意欲を持ったもの

機械工学専攻

【入学者に関する受け入れ方針】
情報システム工学は、現代の高性能コンピュータやインターネット社会の中心的な役割を果たしてい

る。コンピュータネットワークには、有線・無線通信技術や信号処理技術の発展が必要である。また、工
学とは人間生活を豊かにする学問でもあり、人間と機器に友好的なインタフェース、生体情報を利用し
た情報セキュリティ、深層学習、医用画像処理など工学的見地から日常生活を支援する研究が重要に
なっている。さらに、コンピュータ・ハードウエアの更なる発展のためには、ナノテクや量子効果を利用し
たデバイスの開発やこれらに用いる新材料の開発が不可欠である。このようなシステムを連携する情報
処理技術の高度化、統合化に関する要請も重要になっている。このため、ソフトからハード、基礎から応
用まで情報システム工学に関する幅広い知識を持つ人材が求められている。

　以上のことから、本専攻では次のような大学院生を求めている。
（１） 情報工学、システム工学、ネットワーク工学、ロボット工学、電子デバイス、通信工学、画像工学、
信号処理、人工知能、プラズマ工学、材料工学、量子物理学、サイバーセキュリティ、知能情報学、
ディープラーニングなどの情報システム工学関連分野に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望
するもの
（２） 上記の学習に必要な基礎学力とコミュニケーション能力を有するもの
（３） 明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組めるもの

【入学者に関する受け入れ方針】
人間生活の基盤を支える物質は、科学技術の進歩とともにますます増加し、互いに有機的な結びつき

を深めている。科学技術の進歩が著しい中で、応用化学の研究分野も大きく広がっている。特に、２１世
紀の重要課題である、新素材の開発、環境問題の解決、バイオテクノロジーの発展などにおいて、応用
化学の果たす役割は重大である。

本専攻では、現代および将来に求められる広範な生命環境化学領域の専門性に対応して、材料化
学、環境化学、生命化学の３分野を設け、社会のニーズに応え、科学技術の進歩に柔軟に対応し、２１
世紀の日本を支える優れた技術者、研究者の育成を目指している。

以上の教育方針に基づき、本専攻博士後期課程では以下の視点からの専門性の高い大学院生を求
めている。
（１）材料化学、環境化学、生命化学関連分野に興味を持ち、本専攻での学習・研究を強く希望する人
（２）「研究」および「実験」が好きで、技術力・実践力・創造力を大いに発揮したい人
（３）好奇心が旺盛で、失敗を恐れず積極的にチャレンジするパイオニア精神をもつ人
（４）身につけた科学的知識や専門技術を専門技術者・研究者として生かす意欲のある人
（５）明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的な姿勢で研究活動に探究的・計画的に取り組める人

埼玉工業大学　大学院　工学研究科　博士後期課程

情報システム専攻

生命環境化学専攻



（２）－２　入学定員・入学者数・収容定員・在学者数

工学部

機械工学科 人 人 人 人

生命環境化学科 人 人 人 人

情報システム学科 人 人 人 人

工学部合計 人 人 人 人

人間社会学部

情報社会学科 人 人 人 人

心理学科 人 人 人 人

人間社会学部合計 人 人 人 人

埼玉工業大学
学部

学部合計 人 人 人 人

情報システム専攻

【入学者に関する受け入れ方針】
≪実験心理学教育研究分野≫

本教育研究分野では、実験心理学に関する優れた研究能力と実践的応用力を身につけて高度の専
門的職業人や研究技術者を目指す人、大学院博士課程に進学して研究者への道を志す人、あるいは
心理学関連の専門職（心理職公務員等）を希望する人など、多彩な人材を求めています。

≪臨床心理学教育研究分野≫
本教育研究分野では、幅広い心理学の知識を修得し、その上で臨床心理学の知識と技術および心理

臨床についての倫理観を備え、公認心理師や臨床心理士資格を取得し、高度な専門的職業人を目指
す人材を求めています。
公認心理師資格取得を目指す人は、大学（学部）等で公認心理師養成カリキュラムにより単位取得をし
た上で卒業していること、もしくは卒業した大学により公認心理師受験資格の特例措置が認められるこ
とが大学院修了後に公認心理師受験資格を得る条件となります。

埼玉工業大学　大学院　人間社会研究科　修士課程

心理学専攻

【入学者に関する受け入れ方針】
≪情報社会システム教育研究分野≫

本教育研究分野では、情報通信技術（ICT）の理解/活用力、外国語活用力など学部卒業程度の学力
を有する人材を受け入れます。また経済、経営、法律など社会知識を有する人材を受け入れます。｢教
育とは生涯に渡って継続されるもの｣という理念に基づいて、大学学部卒業した後において、科学･技
術･社会･文化の発展に伴って再教育の必要性を感じている社会人や外国人も積極的に受け入れます。
教職課程では高等学校教諭専修免許状（情報）
取得を希望する人を受け入れます。

≪ディジタル・クリエーター教育研究分野≫
本教育研究分野では音響・映像・言語などのメディアを使用した創造的表現力が要求され、制作品提出
を受け入れの対象にすることもできます。また近年のマルチメディア技術・クラウド技術、スマホやタブ
レット端末の普及増大に伴い、情報処理、インターネット・WEB の理解/活用術、並びに外国語活用力に
ついて学部卒業程度の学力も求められます。
｢教育とは生涯に渡って継続されるもの｣という確信と理念に基づき、現在活動中のクリエーターや上記
分野における新しいknow-how を吸収したい社会人を積極的に受け入れます。また教職課程について
学部卒業時に取得した高等学校教諭一種免許状の延長線上にある高等学校教諭専修免許状（情報）
を取得したい者を受け入れます。

情報社会専攻

【入学者に関する受け入れ方針】
情報システム工学は、現代の高性能コンピュータやインターネット社会の中心的な役割を果たし、現

在も発展を続けている。本専攻では、情報工学、電子工学の二つの教育研究分野に分れ、基礎理論か
ら応用技術まで幅広く国際的に活躍できる豊かな見識と高い倫理観をもつ研究者の育成を行う。以上
のことから、本専攻では次のような大学院生を求めている。

（１）電子情報システム工学関連分野に興味をもち、その学習に必要な高度な学力とコミュニケーション
能力を有するもの
（２）明確な目的意識を持って、積極的かつ自主的に研究に取り組めるもの

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

120 73 480 452

90 52 360 278

150 219 600 834

360 344 1,440 1,564

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

90 104 360 413

50 40 200 205

140 144 560 618

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

500 488 2,000 2,182



埼玉工業大学
学部

定員充足率

工学研究科
前期課程

機械工学専攻 人 人 人 人

生命環境化学専攻 人 人 人 人

情報システム専攻 人 人 人 人

前期課程合計 人 人 人 人

工学研究科
後期課程

機械工学専攻 人

生命環境化学専攻 人

情報システム専攻 人

後期課程合計 人 人 人 人

人間社会研究科
修士課程

情報社会専攻 人

心理学専攻 人

修士課程合計 人

埼玉工業大学
大学院

大学院合計 人 人 人 人

埼玉工業大学
合計

合　計 人 人 人 人

機械工学科 人

生命環境化学科 人

情報システム学科 人

　工学部合計 人 人 人 人

情報社会学科 人

心理学科 人

人間社会学部合計 人 人 人 人

収容定員 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２2年度 ２０２3年度

2,000人 113.80% 117.90% 118.70% 119.60% 109.10%

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

6 15 12 27

7 12 14 15

7 7 14 14

20 34 40 56

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

2 1 6 6

2 3 6 12

2 1 6 5

6 5 18 23

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

10 4 20 8

15 2 30 4

25 6 50 12

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

51 45 108 91

入学定員 入学者数 収容定員 在学者数

551 533 2,108 2,273

（２）－３　卒業者数・進学者数・就職者数

工学部 卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

122 15 102 102

73 14 47 44

237 18 207 203

432 47 356 349

人間社会学部 卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

105 2 89 86

52 3 39 37

157 5 128 123



埼玉工業大学

学部

　　学部合計 人 人 人 人

工学研究科

前期課程

機械工学専攻 人

生命環境化学専攻 人

情報システム専攻 人

　前期課程合計 人 人 人 人

工学研究科

後期課程

機械工学専攻 人

生命環境化学専攻 人

情報システム専攻 人

　後期課程合計 人 人 人 人

人間社会研究科

修士課程

情報社会専攻 人

心理学専攻 人

　修士課程合計 人 人 人 人

埼玉工業大学

大学院

　　大学院合計 人 人 人 人

埼玉工業大学

合計

合　　計 人 人 人 人

日産自動車(株) 日産自動車(株)

スズキ(株) 住友電気工業(株)

東日本旅客鉄道(株) 京セラ(株)

(株)ＩＨＩ (株)ＩＨＩ

山崎製パン(株) 山崎製パン(株)

日本製紙(株) 日本製紙(株)

東急電鉄(株) 富士電機(株)

富士電機(株) キッコーマン(株)

東海旅客鉄道(株) 太平洋セメント(株)

五洋建設(株) (株)日立産機システム

西松建設(株) 沖電気工業(株)

ボッシュ(株) 古河機械金属(株)

太陽誘電(株) 澤藤電機(株)

沖電気工業(株) エムケー精工(株)

古河機械金属(株) (株)サンコー

卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

589 52 484 472

卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

15 0 9 9

6 1 2 2

14 3 7 7

35 4 18 18

卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

1 0 1 1

2 0 1 1

1 0 1 1

4 0 3 3

卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

0 0 0 0

3 0 3 2

3 0 3 2

卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

42 4 24 23

卒業者数 進学者数 就職希望者数 就職者数

631 56 508 495

（２）－４　主な就職先　（過去５年）

埼玉工業大学　工学部

機械工学科

機械工学科専攻 ロボット・スマート機械専攻



東京電力ホールディングス(株) ユニ・チャーム(株)

旭化成(株) (株)すかいらーくホールディングス

西日本旅客鉄道(株) 東洋インキＳＣホールディングス(株)

イオンディライト(株) 富士ソフト(株)

太陽誘電(株) 日本電設工業(株)

東洋インキＳＣホールディングス(株) 坂本工業(株)

(株)中電工 山洋電気(株)

アキレス(株) (株)サイサン

中央化学(株) 日本ホワイトファーム(株)

(株)フルヤ金属 (株)フルヤ金属

白十字(株) 日本電技(株)

ミヤマ(株) ニッコー(株)

デンカポリマー(株) (株)マンナンライフ

日本アイ・エス・ケイ(株) フィグラ(株)

コーセーインダストリーズ(株) 埼玉県教育委員会

日産自動車(株) 綜合警備保障(株) 日産自動車(株)

東日本旅客鉄道(株) ＮＴＴ東日本グループ会社 東京電力ホールディングス(株)

京セラ(株) 太陽誘電(株) シャープ(株)

セイコーエプソン(株) 富士ソフト(株) セコム(株)

東急電鉄(株) セイコーエプソン(株)

富士電機(株) (株)ＤＴＳ 日本製紙(株)

東海旅客鉄道(株) (株)東計電算 綜合警備保障(株)

森永乳業(株) (株)メンバーズ 株)きんでん

太陽誘電(株) (株)ＳＨＩＮＫＯ 太陽誘電(株)

富士ソフト(株) ベース(株) ニチコン(株)

セコム(株) パシフィックシステム(株) サンデン(株)

サンデン(株) (株)ＮＴＴデータニューソン 北海道旅客鉄道(株)

ハイテクシステム(株) (株)ヤマト

(株)ＤＴＳ (株)シーエスイー (株)ヨコオ

ＡＧＳ(株) コムシス(株) 一般財団法人関東電気保安協会

ヤマト運輸(株) (株)ローソン

日本通運(株) (株)ヤマダホールディングス

東日本電信電話(株) (株)コスモス薬品

大東建託(株) (株)ヤオコー

綜合警備保障(株) イオンディライト(株)

(株)ベイシア (株)セキ薬品

太陽誘電(株) 小倉クラッチ(株)

キリンビバレッジ(株) (株)ＳＫ２

(株)ジーユー (株)スバルロジスティクス

富士ソフト(株) (株)トレジャー・ファクトリー

プレス工業(株) (株)ジーシーシー

キヤノンシステムアンドサポート(株) (株)ナブアシスト

(株)ヤマト (株)エス・エム・エス・データテック

しののめ信用金庫 埼玉県電気工事工業組合

栃木県警察本部 学校法人福島成蹊学園

生命環境化学科

バイオ・環境科学専攻 応用化学専攻

情報システム学科

ＩＴ専攻 ＡＩ専攻 電気電子専攻

三菱電機インフォメーションネットワーク(株)

キヤノンシステムアンドサポート(株)

埼玉工業大学　人間社会学部

情報社会学科

経営システム専攻 メディア文化専攻



東日本旅客鉄道(株) 綜合警備保障(株)

(株)コメリ サミット(株)

(株)クスリのアオキ (株)クスリのアオキ

(株)カワチ薬品 (株)東京めいらく

日本アイ・エス・ケイ(株) 藤田エンジニアリング(株)

(株)マツモトキヨシ東日本販売 丸三証券(株)

(医)行田総合病院 (株)横尾材木店

(医)上毛病院 トヨタＬ＆Ｆ埼玉(株)

(福)児童養護施設こはるび (株)ヨコオデイリーフーズ

(福)児童養護施設江南 ケアサポート(株)

児童発達支援あいほっぷ ＪＲ高崎鉄道サービス(株)

(一財)日本健康管理協会 (福)愛光園

埼玉県警察本部 (福)埼玉県社会福祉事業団

群馬県庁 猪苗代町役場

深谷市役所 深谷市役所

臨床心理専攻 ビジネス心理専攻

埼玉工業大学　大学院　

工学研究科 ソフトバンク㈱、日産自動車㈱、ニチコン㈱、綜合警備保障㈱、㈱椿本チエイン、㈱ヨコオ、他

人間社会研究科 ㈱ファイバーゲート、㈱サンテック、医療法人中沢会　上毛病院、社会福祉法人箱根恵明学園、他

心理学科


